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20XX年XX月XX日

大阪市中央区○○○○○○ＸＸＸＸ
　ＸＸ○○○○工業株式会社

部長　富士　純子

１．第一種特定化学物質を含む製品のメーカー名、品名、製品コード、容量、数量

産業技術総合研究所　臭素分析用PP樹脂ペレット(8137-a) 　25g×1本
産業技術総合研究所  重金属分析用PP樹脂ディスク(Cd, Cr, Hg, Pb; 高濃度)(8136-a)   1枚 × 1個

                          

２．

　

事業所名：　ＸＸ○○○○工業株式会社　分析センター
所 在 地：　大阪市中央区○○○○○○ＸＸＸＸ
所　　属：　Ｘ○分析室　Ｘ○分析課
氏　　名：　Ｘ○　次郎
電話番号：　099-9x9-9xx9

３．試験研究の内容
目的：

環境試料（排水、排ガス、土壌）中に含まれるテトラブロモジフェニルエーテル、ペン
タブロモジフェニルエーテル、ヘキサブロモジフェニルエーテル、ヘプタブロモジフェ
ニルエーテルを定量分析することを目的とする。

内容：
今回購入する上記物質は、ガスクロマトグラフ質量分析計（ＧＣ／ＭＳ）で正確に定量
分析を行うための標準物質として使用する。

富士フイルム和光純薬株式会社
試薬営業本部長宛

　今般、貴社から購入予定の第一種特定化学物質は、「化学物質の審査及び製造等の規制に関す
る法律」（昭和４８年法律第１１７号）第２５条ただし書きに規定する試験研究のために使用す
ることを確約いたします。

第一種特定化学物質を試験研究用に使用する事業所名、所在地、使用者の所属、氏名及び電
話番号

見本

印鑑不要責任者の氏名


